
別
府
の
行
政
事
情
（
明
治
前
期
３
）

　
　
８
　
別
府
屯
所
の
こ
と
（
別
府
警
察
署
の
沿
革
）

　
明
治
当
初
か
ら
二
十
年
頃
ま
で
、
別
府
の
ム
ラ
ム
ラ
（
生
活
共

同
体
の
村
）
は
村
長
の
下
に
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
、
村
の
治
安

は
ど
の
よ
う
に
し
て
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に

見
る
よ
う
に
、
近
代
国
家
と
し
て
出
発
し
た
明
治
新
政
府
の
統
治

下
で
、
そ
れ
は
大
き
く
変
っ
て
い
っ
た
。
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は

本
誌
題
一
・
二
巻
に
多
少
と
も
触
れ
て
い
る
の
で
参
考
に
し
て
頂

き
た
い
）

　
大
正
三
年
と
昭
和
八
年
刊
行
の
「
別
府
市
誌
」
、
さ
ら
に
第
二

次
大
戦
中
の
戦
時
下
、
昭
和
十
八
年
発
刊
の
「
大
分
県
警
察
史
」

　
ｉ
を
締
い
て
み
る
と
、
当
時
の
治
安
警
備
の
状
況
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が

ら
判
明
し
て
く
る
。
つ
ぎ
に
、
年
代
を
追
っ
て
「
別
府
屯
所
」
、

つ
ま
り
後
の
別
府
警
察
署
の
沿
革
を
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ

大
　
野
　
保
　
治

○
明
八
・
こ
Ｉ
・
一
〇
　
速
見
郡
別
府
村
に
別
府
屯
所
を
開
所

（
一
八
七
五
）

○
明
九
・
一
一

〇
明
ス
‥
）
・
ニ

○
明
一
一
こ
ニ

○
明
一
三
・
一
一

○
明
一
五
・
二

第
一
大
分
出
張
所
に
所
属
、
第
八
屯

所
と
な
る
。

右
、
第
二
屯
所
と
改
称

別
府
分
署
と
改
称
、
大
分
警
察
署
に

所
属
郡
町
村
制
編
成
の
た
め
、
別
府
分
署

は
一
一
カ
村
を
管
轄

大
分
警
察
署
が
大
分
県
警
察
本
署
と

併
合
さ
れ
た
た
め
、
本
署
直
轄
と
な

り
、
速
見
群
内
二
〇
力
村
を
管
轄
。

警
部
一
名
、
巡
査
フ
几
名
配
置

大
分
警
察
署
が
県
警
察
本
署
よ
り
独

立
し
た
た
め
、
別
府
署
は
速
見
群
一
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七
カ
村
を
管
轄

　
○
明
二
〇
・
六
　
　
　
　
速
見
群
警
察
署
管
下
に
入
り
、
駐
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
一
一
ヵ
所
、
一
九
力
村
を
管
轄

　
明
治
六
年
（
一
九
七
三
）
創
設
の
内
務
省
が
全
国
各
府
県
の
警

察
機
構
の
整
備
・
拡
充
に
の
り
出
す
の
は
、
八
年
に
入
っ
て
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
頃
ま
で
全
国
で
は
「
捕
亡
吏
」
と
か
「
蓮
卒
」
、

処
に
よ
っ
て
は
「
番
人
」
、
そ
の
詰
所
も
「
出
張
所
」
　
「
取
締

所
」
　
「
監
視
所
」
か
ら
「
屯
所
」
な
ど
の
名
称
が
勝
手
に
使
わ
れ

て
い
た
。
内
務
省
で
は
、
こ
う
し
た
区
々
の
名
称
を
統
一
す
る
仕

事
か
ら
始
ま
っ
た
。
当
時
、
県
域
は
、
大
分
県
警
部
の
指
揮
下

に
、
次
の
よ
う
な
五
区
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

　
第
一
出
張
所
　
　
大
分
　
　
　
　
第
四
出
張
所
　
　
　
竹
田

　
第
二
出
張
所
　
　
高
田
　
　
　
　
第
五
出
張
所
　
　
　
佐
伯

　
第
三
出
張
所
　
　
隈
（
日
田
）

　
大
分
県
域
で
主
要
な
県
行
政
の
中
心
地
、
し
た
が
っ
て
交
通
・

商
業
の
盛
ん
な
こ
の
五
町
で
、
捕
亡
吏
の
勤
務
場
所
は
本
県
で
は

　
「
出
張
所
」
と
か
「
屯
所
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
参
考
ま
で
に
、
こ
の
五
町
に
県
北
の
中
心
地
、
中
津
の
町
が
含

ま
れ
て
い
な
い
の
は
、
当
時
下
毛
と
宇
佐
の
二
郡
が
な
お
小
倉
県

に
所
属
し
て
い
た
た
め
で
、
こ
の
二
部
が
全
国
的
な
府
県
の
統
廃

合
で
福
岡
県
に
統
合
さ
れ
た
の
が
明
治
九
年
四
月
十
八
日
、
さ
ら

に
四
ケ
月
後
の
八
月
二
十
一
日
付
け
で
我
が
大
分
県
に
編
入
さ
れ

た
。
当
時
の
行
政
区
画
制
度
＝
大
小
区
制
に
準
拠
し
て
、
下
毛
郡

が
第
九
大
区
、
宇
佐
郡
が
第
十
大
区
と
な
り
、
今
日
の
よ
う
な
大

分
県
域
が
確
定
を
み
た
の
で
あ
る
（
「
大
分
県
史
」
近
代
編
工
を

参
照
の
こ
と
）
。

　
こ
こ
で
、
明
治
新
政
府
発
足
当
初
、
警
察
制
度
の
全
国
的
状
況

か
ら
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
明
治
新
政
府
は
廃
藩
置
県
（
明
治
四
年
一
九
七
一
）
前
後
、
他

の
諸
制
度
と
同
様
に
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
先
進
諸
国
の
警
察
制
度

　
（
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ス
）
の
制
度
を
模
倣
し
て
取
り
入
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
ポ
リ
ス
の
制
度
」
で
あ
り
、
こ
れ

に
な
ら
っ
て
ま
ず
東
京
府
下
で
の
警
備
を
統
一
し
よ
う
と
し
て
か

つ
て
の
旧
藩
の
士
族
か
ら
成
る
警
固
卒
・
蓮
卒
を
置
い
た
。
こ
れ

を
通
称
「
ポ
リ
ス
」
と
称
し
、
警
具
と
し
て
三
尺
棒
を
持
た
せ
、

そ
の
制
度
も
西
欧
並
み
の
洋
服
着
用
に
決
め
た
。

　
当
時
、
警
察
所
轄
方
の
大
蔵
省
で
は
、
四
年
十
二
月
各
村
県
に

対
し
て
「
適
宜
ノ
人
員
撰
用
（
採
用
）
」
に
よ
り
県
捕
亡
吏
を
置
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く
よ
う
通
知
し
て
い
る
（
「
内
務
省
史
」
第
三
巻
）
。

　
そ
の
た
め
、
本
県
で
も
翌
五
年
一
月
、
経
費
を
県
費
で
負
担
し

任
免
（
人
事
権
）
も
県
で
お
こ
な
う
地
方
捕
亡
吏
（
の
ち
蓮
卒
）

の
制
度
を
採
用
し
て
い
る
。
の
ち
五
年
八
月
、
司
法
省
で
は
、
司

法
職
務
定
制
（
注
、
設
置
法
に
該
当
す
る
も
の
）
を
定
め
ら
れ
、

そ
の
中
で
全
国
的
に
重
要
な
府
県
か
ら
順
次
「
裁
判
所
」
と
「
検

事
局
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
、
以
後
、
捕
亡
吏
の
業
務

は
検
事
局
が
所
管
す
る
と
し
た
。
同
時
に
、
地
方
蓮
卒
と
捕
亡
吏

の
職
制
が
定
め
ら
れ
、
本
県
で
も
「
捕
亡
吏
取
締
並
捕
亡
吏
勤
方

規
則
」
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
見
よ
う
。

　
一
　
日
々
捕
亡
吏
取
締
一
名
、
捕
亡
吏
二
名
、
更
番
（
交
番
）

　
　
　
シ
テ
宿
直
改
ス
ベ
キ
事

　
一
　
死
刑
ノ
節
、
執
刀
並
ビ
ニ
懸
錘
ハ
捕
亡
吏
取
締
コ
レ
ヲ
動

　
　
　
メ
、
笞
杖
刑
ハ
捕
亡
吏
コ
レ
ヲ
動
ム
ベ
キ
事

　
一
　
出
役
先
ハ
勿
論
、
平
常
粗
暴
ノ
挙
動
ハ
申
ス
マ
デ
モ
無
ク

　
　
　
渾
テ
威
権
ガ
マ
シ
キ
振
舞
コ
レ
有
ル
節
ハ
、
本
人
ハ
勿
論

　
　
　
取
締
ノ
者
越
度
タ
ル
ベ
キ
事

　
一
　
両
人
宛
昼
夜
更
番
ニ
テ
市
中
巡
蓮
致
シ
、
見
聞
ノ
趣
及
ビ

　
　
　
胡
乱
ノ
者
コ
レ
有
り
候
ハ
バ
、
直
チ
ニ
聴
訟
課
へ
届
出
ス

　
　
　
ス
ベ
キ
事

　
一
　
賄
賂
ハ
勿
論
、
聊
ノ
品
タ
リ
ト
モ
差
贈
り
候
者
ノ
節
ハ
直

　
　
　
二
差
返
シ
、
其
ノ
旨
聴
訟
課
へ
届
出
ル
事

　
第
二
次
大
戦
ま
で
、
天
皇
制
国
家
の
も
と
で
強
大
な
警
察
権
力

を
行
使
し
て
い
た
内
務
省
の
設
置
は
、
明
治
六
年
十
一
月
で
あ

る
。
そ
の
前
、
四
年
七
月
に
設
置
さ
れ
て
い
た
司
法
省
は
、
全
国

の
警
察
を
統
一
的
に
把
握
す
る
「
警
保
寮
」
を
設
け
て
そ
の
権
限

を
掌
握
し
て
い
た
。
内
務
省
が
設
置
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
司
法
警

保
寮
が
内
務
省
に
移
管
さ
れ
た
の
が
七
年
一
月
。
こ
れ
か
ら
行
政

警
察
的
機
能
は
、
し
だ
い
に
内
務
省
に
お
い
て
発
揮
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
我
が
国
に
お
け
る
近
代
的
警
察
制
度
の
創
始
者
は
、
周
知
の
と

お
り
薩
摩
藩
士
の
出
で
あ
る
大
警
視
、
川
路
利
良
で
あ
る
。
彼
は

欧
米
の
制
度
に
な
ら
い
、
行
政
警
察
制
度
を
発
足
さ
せ
、
と
か
く

混
乱
し
が
ち
で
あ
っ
た
行
政
警
察
と
司
法
警
察
と
を
分
け
、
「
行

政
警
察
予
防
ノ
カ
及
バ
ズ
シ
テ
法
律
二
背
ク
者
ア
ル
ト
キ
、
其
ノ

犯
人
ヲ
探
索
逮
捕
ス
ル
ハ
司
法
警
察
ノ
職
務
ト
ナ
ル
」
と
明
定
す

る
一
方
、
前
者
は
内
務
省
、
後
者
は
司
法
省
の
管
掌
と
し
た
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
従
来
の
捕
亡
吏
を
「
渥
卒
」
の
名
称
に
統
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一
し
、
の
ち
同
年
六
月
の
地
方
官
会
議
で
「
巡
査
」
と
改
め
、
さ

ら
に
一
等
～
四
等
の
四
階
等
に
分
け
て
各
俸
給
が
定
め
ら
れ
た

　
（
第
一
表
参
照
）
。

　
つ
づ
い
て
明
治
八
年
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
内
務
省
で
は

各
府
県
の
警
察
機
構
の
整
備
と
拡
充
に
の
り
出
し
た
。
内
務
省
設

置
前
か
ら
あ
っ
た
捕
亡
吏
出
張
（
取
締
）
所
・
監
視
屯
所
・
蓮
卒

　
（
番
人
）
屯
所
な
ど
区
々
の
名
称
を
統
一
し
て
「
警
察
（
ま
た
は

警
部
）
出
張
所
」
と
「
巡
査
屯
所
」
と
し
、
同
年
十
二
月
に
そ
の

設
置
基
準
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
時
、
大
分
県
に
は
、
内
務
省
よ

り
「
金
、
五
千
八
百
八
円
」
が
下
賜
さ
れ
、
以
来
、
県
下
の
警
察

明治12年巡査俸給表

項目 階　　等 月　給

巡

査

１等
上等

下等

10円

9円

２等
上等

下等

　　8円

7円50銭

３等
上等

下等

　　7円

6円50銭

４等
上等

下等

　　6円

5円50銭

（明治12年「大分県統計表」より）

署
機
構
は
逐
一
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
県
下
に
「
五
警

察
出
張
所
」
と
、
そ
の
配
下
の
「
巡
査
屯
所
」
が
置
か
れ
た
こ
と

も
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
の
ち
明
治
十
年
一
月
、
内
務
省
通

達
に
よ
り
、
従
来
の
出
張
所
－
屯
所
は
そ
れ
ぞ
れ
警
察
署
－
警
察

分
署
と
改
称
さ
れ
、
新
た
に
分
署
の
下
部
に
「
派
出
所
」
　
（
の
ち

駐
在
署
）
を
置
き
、
こ
こ
に
近
代
的
警
察
制
度
が
全
国
的
に
網
の

目
の
よ
う
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
別
府
屯
所
＝
別
府
警
察
署
が
当
初
は
大
分
出
張
所
の
第

二
屯
所
と
し
て
、
郡
町
村
制
施
行
後
は
速
見
郡
行
政
の
中
核
と
し

て
、
次
第
に
重
要
な
地
歩
を
占
め
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

明治12年処断犯罪件数凋

犯　目 人員 犯　目 人員

窃　　盗

常人盗

準窃盗

窃盗私和

闘　　殴

詐　　偽

雑　　犯

違　　令

　(名)
706

132

151

　52

　69

　62

227

　65

賭　　博

失　　火

過失傷害人

棄毀損壊

諸犯則

県条規違反

そ　の　他

　(名)
624

131

　20

　46

286

　41

170

合　計 2,782名

(明治12年｢大分県統計表｣による)
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９
　
県
北
四
郡
一
揆
と
速
見
郡
、
刑
罰
の
こ
と
な
ど

　
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
の
西
南
戦
争
と
、
こ
れ
に
呼
応
し
て

起
き
た
県
北
四
郡
（
下
毛
・
宇
佐
・
国
東
・
速
見
の
各
郡
）
　
一
揆

に
、
速
見
群
別
府
地
区
の
ム
ラ
ム
ラ
（
第
二
大
区
ご
二
小
区
～
一

五
小
区
）
の
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
た
か
は
定
か

で
は
な
い
。
だ
が
何
人
か
の
人
た
ち
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
、

次
に
見
る
よ
う
に
間
違
い
な
い
。

　
当
時
の
県
政
の
公
式
記
録
書
「
県
治
概
略
」
に
示
さ
れ
た
史
実

に
基
づ
き
、
以
下
に
述
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
西
南
戦
争
に
呼
応
し
て
明
治
十
年
三
月
三
十
一
日
、
中
津
士
族

増
田
宗
太
郎
ら
六
〇
名
が
挙
兵
し
、
中
津
支
庁
（
県
出
張
所
）
と

中
津
警
察
分
署
を
襲
撃
し
た
あ
と
、
四
月
二
日
に
は
大
分
県
庁
を

襲
っ
た
。
だ
が
結
局
、
県
庁
を
陥
る
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
に
、
別

府
へ
と
退
却
し
た
と
こ
ろ
に
、
翌
三
日
別
府
湾
日
出
沖
に
官
軍
の

軍
艦
浅
問
丸
が
警
視
兵
四
百
名
を
乗
せ
て
入
港
。
直
ち
に
、
中
津

と
肥
後
の
二
組
に
分
か
れ
て
攻
め
進
ん
だ
。
一
方
、
増
田
の
販
起

に
呼
応
し
て
宇
佐
・
下
毛
二
部
で
起
き
た
農
民
一
揆
は
、
国
東
と

速
見
両
部
に
広
ま
っ
た
。
そ
の
一
揆
の
状
況
は
。

　
　
各
小
区
用
務
所
、
学
校
吏
及
ビ
富
農
富
商
ノ
民
宅
二
放
火
シ

　
或
ハ
破
毀
ス
。
焼
毀
ヲ
以
テ
脅
迫
ノ
具
ト
ナ
シ
、
異
句
同
音
他

　
衆
ヲ
扇
動
ス
。
故
二
所
在
ノ
民
衆
起
キ
、
皆
コ
レ
ニ
応
ズ
。
幾

　
万
ノ
多
キ
ニ
至
ル
。
手
毎
二
竹
槍
ヲ
携
へ
、
数
手
二
分
レ
テ
椙

　
猟
ヲ
極
メ
、
暴
動
タ
ダ
ナ
ラ
ズ
。
説
諭
ノ
道
断
へ
、
制
止
ス
ル

　
処
ナ
ク
、
惨
害
実
二
酷
シ
。

　
も
と
も
と
、
こ
の
一
揆
は
、
中
津
隊
の
扇
動
と
地
租
金
割
り
戻

し
等
の
要
求
に
端
を
発
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は

　
「
（
明
治
）
八
年
以
来
ノ
苛
烈
ナ
旱
」
と
「
地
租
改
正
」
の
影
響

が
あ
っ
た
。
県
北
四
郡
は
三
ヵ
年
連
続
の
旱
害
の
た
め
、
各
農
家

で
は
「
田
畑
、
衣
類
二
至
ル
迄
典
（
転
）
売
致
シ
、
非
常
ノ
金
策

ヲ
以
テ
貢
租
」
、
し
た
ほ
ど
の
窮
状
で
あ
っ
た
。
凶
作
に
苦
し

み
、
重
税
と
公
租
金
な
ど
の
負
担
に
あ
え
ぐ
農
民
の
、
日
頃
の
不

満
と
新
政
府
へ
の
疑
惑
が
一
気
に
噴
出
し
、
彼
ら
を
し
て
負
担
の

軽
減
を
求
め
る
一
揆
へ
と
走
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
十
年
四
月
、
大
分
県
令
・
香
川
真
一
は
「
旱
害
二
付

キ
、
地
券
税
金
ノ
内
拝
借
ノ
義
二
付
キ
上
申
」
　
（
書
）
を
政
府
に

提
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
大
蔵
大
輔
・
松
川
正
義
（
前
日
田
県

令
）
は
、
納
税
延
期
を
聴
き
届
け
た
。
す
な
わ
ち
、
県
北
四
部
の

二
Ｉ
五
力
村
に
対
し
、
地
券
税
の
う
ち
か
ら
一
八
、
三
八
〇
円
の
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一
〇
ヵ
年
賦
償
還
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
一
揆
は
終
了
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
揆
の
関
係
者
の
処
罰
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ

う
か
。
新
政
府
の
威
光
を
背
景
に
、
全
員
に
次
の
よ
う
な
厳
罰
が

加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
○
懲
役
（
終
身
～
一
年
）
　
九
五
名

　
○
杖
刑
（
一
（
Ｗ
‥
）
～
四
〇
）
　
六
〇
二
名

　
○
頭
金
（
二
九
円
一
三
銭
七
原
～
五
〇
銭
）
　
七
、
三
二
Ｉ
名

　
○
笞
刑
（
七
〇
～
二
五
）
　
三
〇
名

　
○
付
和
随
行
罪
頭
金
（
三
円
～
五
〇
銭
）
　
一
四
、
一
八
九
名

　
　
　
　
　
　
合
計
　
二
二
、
二
三
七
名

　
こ
の
う
ち
、
速
見
郡
関
係
者
を
み
る
と
、
懲
役
四
名
（
一
〇
年

三
名
、
一
年
一
名
）
、
杖
一
名
（
七
〇
回
一
名
）
、
頭
金
工
一
名

　
（
三
円
二
名
、
二
円
七
五
銭
一
〇
名
）
、
笞
な
し
、
付
和
随
行
罪

贈
金
八
八
名
（
二
円
二
五
銭
五
五
名
、
一
円
五
〇
銭
三
三
名
）
、

合
計
一
〇
五
名
で
あ
る
。
前
掲
書
に
は
、
小
区
ご
と
の
明
細
は
記

載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
詳
細
は
判
明
し
な
い
。

　
こ
こ
で
、
明
治
当
初
の
刑
罰
規
定
に
つ
い
て
触
れ
よ
う
。

　
廃
藩
置
県
の
あ
と
、
県
治
条
例
（
太
政
官
布
告
）
に
基
づ
い
て

明
治
五
年
一
月
二
十
七
日
制
定
さ
れ
た
「
（
大
分
県
）
庁
中
仮
規

則
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
が
見
ら
れ
る
。

一一一一

何
ノ
賊
ニ
テ
モ
、
参
事
許
可
ノ
上
逮
捕
ス
ベ
シ
。

聴
訟
鞠
獄
ハ
人
民
ノ
ー
重
事
ナ
レ
バ
、
高
声
激
語
ヲ
以
テ

快
ト
ナ
シ
、
或
ハ
猿
二
鞭
腿
ヲ
用
ヒ
、
訟
獄
者
ヲ
シ
テ
畏

縮
セ
シ
ム
ベ
カ
ラ
ズ
。

三
八
ノ
日
、
訴
状
ヲ
請
ケ
取
ル
ベ
シ
。

同
日
、
目
安
箱
ヲ
開
ク
ベ
シ
。

　
第
一
項
の
「
参
事
」
役
に
触
れ
る
と
、
こ
の
当
時
の
官
治
機
構

と
し
て
官
員
の
構
成
は
、
県
令
（
ま
た
は
権
令
）
－
参
事
－
権
参

事
－
七
等
出
仕
（
以
上
＝
奏
仕
官
）
－
典
事
―
大
属
－
小
属
－
史

生
－
出
仕
（
以
上
＝
判
仕
官
）
と
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
参
事
役
は
、
現
在
で
は
部
長
・
局
長
ク
ラ
ス
に
当
た
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
つ
づ
い
て
第
二
項
は
、
犯
罪
の
容
疑
者
や
服
役

者
に
対
す
る
官
員
と
し
て
の
心
構
え
を
説
い
て
い
る
。

　
第
三
項
の
「
三
八
ノ
日
」
と
は
、
毎
月
の
三
・
一
三
・
二
三
日

と
八
・
一
八
・
二
十
八
日
の
各
日
。
裁
判
の
訴
状
受
理
の
日
を
こ

う
し
た
日
に
決
め
た
の
は
、
地
方
官
の
数
が
少
な
く
毎
日
の
受
理

に
は
繁
雑
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
三
八
ノ
日
」
に

「
目
安
箱
」
を
開
く
よ
う
に
、
と
の
規
定
が
第
四
項
で
あ
る
。
こ
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の
目
安
箱
と
は
、
徳
川
期
、
庶
民
の
要
求
や
不
満
な
ど
の
投
書
を

受
け
る
た
め
に
、
評
定
所
な
ど
の
お
役
所
の
玄
関
先
に
取
り
受

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
代
風
に
い
え
ば
、
「
投
書
箱
」
の
よ

う
な
む
の
で
あ
っ
た
。

　
大
分
県
で
は
明
治
六
年
三
月
十
八
日
、
県
下
各
会
所
（
注
、
県

庁
の
出
先
機
関
）
詰
の
「
捕
亡
吏
」
を
廃
止
す
る
旨
達
し
て
い

る
。
そ
の
理
由
は
、
県
財
政
の
窮
乏
に
よ
る
。
県
達
の
内
容
は
、

廃
止
後
は
、
本
庁
よ
り
時
々
「
巡
査
致
」
す
が
、
こ
の
機
に
乗
じ

て
「
兇
漢
ノ
徒
」
が
悪
事
を
働
く
か
も
知
れ
ず
、
各
小
区
で
は
か

ね
て
約
束
し
、
窃
盗
強
盗
は
も
ち
ろ
ん
乱
暴
狼
籍
を
働
く
者
は
人

民
協
力
し
て
取
り
押
え
て
お
き
、
こ
の
旨
戸
長
よ
り
会
所
へ
届
け

出
る
こ
と
。
も
っ
と
も
強
盗
な
ど
、
手
に
余
れ
ば
捕
縛
し
て
よ
い

が
、
み
だ
り
に
「
拷
訊
」
　
（
注
、
拷
問
を
加
え
て
訊
問
す
る
こ

と
）
な
ど
し
て
は
な
ら
ぬ
、
と
。

　
別
府
の
ム
ラ
ム
ラ
も
含
め
て
、
県
下
の
町
村
の
治
安
状
況
は
こ

の
一
布
達
を
も
っ
て
、
お
よ
そ
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
当

時
の
農
村
で
の
「
犯
罪
」
は
、
い
つ
の
世
も
変
ら
ず
、
生
活
苦
の

た
め
の
窃
盗
・
強
盗
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
る
（
第
二
表
）
。

　
明
治
初
期
の
大
分
県
で
、
刑
罰
は
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
維
新
後
、
新
政
府
は
、
各
府
藩
県
に
対
し
て

新
律
（
注
、
新
刑
法
）
御
布
令
の
時
ま
で
暫
時
の
間
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
「
徳
川
刑
法
」
、
つ
ま
り
主
に
御
定
書
百
箇
条
を
も
っ
て

全
国
の
刑
律
を
統
一
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
新
政

府
に
よ
り
「
仮
刑
律
」
、
三
年
に
「
新
律
綱
領
」
、
つ
づ
い
て
六

年
に
は
「
改
定
律
例
」
が
制
定
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
中
国
流
の
刑

律
で
あ
り
、
基
本
刑
と
し
て
は
笞
・
杖
・
徒
・
流
・
死
の
五
刑

で
、
そ
の
大
部
分
に
「
贈
銅
」
の
制
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

制
度
は
、
宮
人
ら
に
実
刑
を
科
す
る
代
り
に
、
相
当
額
の
銅
を
収

め
さ
せ
る
換
刑
で
あ
る
（
中
・
近
世
）
。
近
代
に
入
っ
て
、
貸
弊

で
刑
罰
を
償
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
当
時
の
犯
罪
に
は
窃
盗
・
強
盗
の
ほ
か
、
賭
博
（
博
突
）
も
多

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
県
布
達
に
は
、
こ
れ
の
注
意
方
や
取
り
締

ま
り
が
再
三
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
九
年
二
月
十
三
日
付
け
の
「
賭

博
云
々
達
」
　
（
県
警
第
八
号
達
）
で
は
、
県
内
第
一
大
区
一
五
小

区
の
某
村
（
国
東
町
）
で
は
、
村
民
の
一
部
が
ど
う
し
て
も
止
め

　
　
　
　
１
　
１

な
い
の
で
村
定
で
「
賭
博
定
約
」
を
き
め
、
今
後
違
約
の
者
に
は

三
十
日
間
道
路
堤
防
の
修
理
を
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
明
治
三
年
十
二
月
に
作
ら
れ
た
「
新
律
綱
領
」
の
中
で
見
ら
れ
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る
「
賊
盗
律
」
に
は
、
二
二
ヵ
条
に
も
お
よ
ぶ
区
分
律
が
あ
っ
た

　
　
窃
盗
　
強
盗
　
盗
田
野
穀
麦
　
詐
欺
取
財
　
恐
喝
取
財

　
　
兇
徒
聚
衆
　
常
人
盗
　
盗
官
私
牛
馬
　
親
属
相
盗
な
ど

　
こ
の
新
律
は
中
国
風
の
刑
罰
体
系
で
あ
る
た
め
、
農
民
一
揆
の

罪
は
「
兇
徒
衆
ヲ
聚
ム
ル
罪
」
と
し
て
厳
刑
が
科
せ
ら
れ
て
い

た
。
維
新
直
後
に
あ
っ
て
は
、
藩
政
時
代
の
残
虐
な
刑
罪
、
例
え

　
嘸
ｙ
り
し
　
ひ
あ
ふ
り
　
の
こ
ぎ
り
び
き
　
は
り
つ
け

ば
晒
・
火
焙
・
鋸
挽
・
傑
な
ど
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
の
新
律

綱
領
で
は
あ
ら
か
た
姿
を
消
し
、
死
刑
執
行
の
方
法
も
「
斬
」

　
「
絞
」
　
「
巣
」
に
し
ぼ
ら
れ
た
。
明
治
六
年
の
「
改
定
律
令
」

　
こ
二
図
一
一
四
律
・
全
文
三
一
八
条
）
が
出
現
し
て
か
ら
は

　
「
寛
恕
ノ
御
趣
旨
」
に
そ
い
、
死
刑
は
原
則
と
し
て
「
絞
首
」
の

　
一
種
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
刑
罰
の
基
本
体
系
は
、
生
命
刑
と
し

て
の
絞
首
刑
、
身
体
刑
と
し
て
の
懲
役
刑
（
徒
刑
）
、
財
産
刑
と

し
て
の
収
臓
（
臓
品
に
没
収
）
の
三
本
立
て
に
簡
略
化
さ
れ
、
今

日
の
刑
罰
制
度
の
原
形
が
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　
参
考
ま
で
に
、
死
刑
執
行
の
方
法
も
、
明
治
当
初
の
単
純
な
構

造
の
絞
柱
懸
垂
式
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
式
の
刑
具
を
模
倣
し
た
高
台

絞
架
式
に
六
年
二
月
か
ら
改
め
ら
れ
て
い
る
（
第
一
図
参
照
）
。

　
な
お
、
本
稿
に
関
し
て
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、
昭
和
五
十
九

年
三
月
刊
行
の
「
大
分
県
史
」
　
（
近
代
編
工
、
通
算
第
一
六
巻
）

中
の
第
二
章
第
二
節
「
軍
事
・
警
察
・
裁
判
制
度
の
成
立
」
を
併

読
し
て
下
さ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。
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